






研究目的 

人間の行動発達にとって,出生直後よりの母親を中心とした外界との相互作用が重要な意

味を持つことが,次第に明らかとなりつつある。しかし,行動の発達は出生時より開始する

訳ではなく,新生児期には既にそのような外界との相互作用を持ち,生命維持を可能とする

だけの行動能力を備えている。したがって行動の発達をより深く理解するためには,胎児期

に遡って研究する必要がある。 

今回,リアルタイム超音波断層装置を用いて胎児の行動を観察し,その発達過程について検

討した。 


